
スポーツ医学研究室

講 師:白石 稔 スポーツ外傷・障害，リハ

ビリテーション

助 手:牛島 史雄 スポーツ外傷・障害，リハ

ビリテーション

研 究 概 要

1985年10月，現在のスポーツ医学研究室がス

ポーツ外来部として開設以来，一貫して，プロフェッ

ショナルを含む競技選手，日常生活の中にスポーツ

を積極的に取り入れている中高年，学校における部

活動あるいはスポーツクラブ活動を行っている発育

期の子供たちについての研究を継続している。

1) 陸上長距離選手に関する研究を継続し，一連

の報告を行った。大学陸上長距離選手の通常の練習

の一環として行われる25 km走前後の酸化ストレ

スおよび抗酸化力の変化について血中ヒドロペルオ

キシド濃度や尿中8-OHdgを測定し検討を行った。

次に，末梢疲労に及ぼす影響についてCKやテスト

ステロン，コルチゾールなどを測定し検討を行った。

また，25 km前後の心理的変化についてPOMS調

査や血液検査などによって検討した。

2) 自転車ロード競技のステージレースに帯同

し，事前準備やレース期間中の対応，救急対応など

について報告した。

3) 聴覚障害者の運動能力に関して体力テストお

よび等速性筋力テスト，平衡機能テストを行い検討

した。

4) ウルトラマラソン中毒の現状についてアン

ケート調査を行い，報告を行った。

5) プロサッカー選手の下顎骨骨折に対して行っ

た早期スポーツ復帰のための工夫について報告を

行った。

6) サッカー日本代表チームに対する医学サポー

トについての特集の分担執筆を行った。代表チーム

海外遠征時の健康管理について報告した。

7) ハイパーサーミアに関する一連の研究を行っ

た。マイクロ波温熱負荷による筋温の変化，血中CK

活性に及ぼす影響を検討した。運動前のマイクロ温

熱負荷が長時間運動後の筋機能に与える影響を検討

した。ハイパーサーミアによるスポーツ障害の治療

経験について報告した。

「点検・評価」

競技選手に対しては，サッカー，自転車，陸上競

技などの選手の外傷・障害やリハビリテーションに

ついての研究が実施できた。また障害者スポーツに

ついての報告も行い，幅広い報告が行えた。基礎研

究に関してもハイパーサーミアに関する研究を実施

できた。しかしながら，今後のスポーツ医学の研究

で重要な部分を占めると考えられる中高年の健康づ

くりに関する研究は実施できなかった。次年度は，高

齢化社会に伴う中高年と健康についての研究につい

ても実施したいと考えている。
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